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聴こえにくい方との関わり方大丈夫ですか？
■難聴の方と話す際に必ず大きな声になってしまう

■何度も同じことを話す必要があり疲れる時がある

■難聴の方と話すことが億劫と感じてしまう時がある

■難聴をきっかけに両親との会話が減ってきていると感じる

■話しかけられても曖昧な返事をしてしまう時がある

「社会性」を維持することは、人と人とのコミュニケーションが
重要になります。高齢期における人とのつながりや限定されやす
い面もあり、非常に気づかれにくいことが明らかとなっています。
このコミュニケーション分野は様々な健康における影響も報告さ
れており、聴覚機能の低下はフレイルとも関係が強いことも分
かっています。
また補聴器や集音器などの様々な支援機器を活用したり、地域で
開催される介護予防セミナーなどと連携しヒアリングフレイルセ
ミナーなどを開催し注意喚起することも効果的です。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

